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福 井 県

〔若狭町気山地区〕



研究員 山﨑 彬輝（環境考古）

年縞や考古資料を用いて過
去の気候と暮らしの関係に
ついて研究しています。従
来の化石花粉分析とは異な
るアプローチで化石花粉を
分析し、人間活動が盛んに
なった後の時代の気候を知
り、過去の気候と人々の関
わりを調べ、教育や地域振
興に貢献できる研究を目指
します。

研 究

研究員 石井 潤（保全生態）

三方五湖および北潟湖の自
然再生や、環境保全型農法
水田の生物多様性とお米の
生産との関係等についての
研究をしています。その研
究成果を活用して、自然を
守りながらその資源を人の
暮らしに役立てる活動を推
進します。

研究員 樋口 潤一（里地里山文化）

嶺北の山間部で続いている
焼畑習俗や、日本農業遺産
に認定された三方五湖地域
の伝統漁法等は、立派な文
化的地域資源です。これら
の地域資源をしっかりと調
査研究し評価するとともに、
活用しながら次世代へ引き
継ぐ活動を目指します。

歴史資料（古文書と地域伝
承）の調査により、人間活
動の歴史が現在の水辺のベ
ントス群集にどのような影
響を与えているのかを調べ
ています。歴史資料には過
去の自然災害や災害対策に
関する情報も含まれている
ので、これらを地域の気候
変動適応に活かすことも視
野に入れています。

研究員 宮本 康（森里川海連環）

大学・試験研究機関との連携

里山里海湖に関して、地域が抱える課題の
解決に向けた実学研究を県内外の研究者や学
生を受け入れながら共動で実施

研究成果の発信

研究成果を学会や学術雑誌で発表するとともに、県民向けのフォーラム等
を開催し、研究所の研究内容および活動を広く発信

自然再生活動を研究により支援

三方五湖・北潟湖自然再生協議会等の自然再生団体と連携し、研究所の研
究成果を活用して、その活動を支援

タイムスケィプ研究の推進

嶺南地域の自然や歴史を、年縞を活用してひも解くことにより、自然の仕組みや自然と人の暮らしとの
関わりを明らかにする研究を推進

里山里海湖資源を活用した研究の推進

雁皮やアブラギリ等の里山里海湖の地域の自然資源を有効活用して、
地域活動や地域経済の活性化につなげる研究を推進

研究所の主な活動

〔研究員紹介〕

（河川浚渫土を使ったなぎさの造成）

（桐油の精製）

地域に貢献する実学研究

（里山里海湖フォーラム2018）

がんぴ



里山里海湖活動表彰

福井県内で里山里海湖の保全・再生等に関して優れた活動を実施してい
る団体等を表彰

「福井ふるさと学びの森・海湖」での共動

自然体験、自然観察、自然再生の活動を通して、県民が気軽に自然に触
れ、親しみ、学ぶことのできる里山・里海湖として「福井ふるさと学びの
森・海湖」を設置し、年間を通して、イベントや活動を実施
（県営2か所、森登録団体33か所、海湖登録団体5か所）

教育・普及

里山里海湖学校教育プログラムの拡充

小中学校の教科（理科、社会等）において、県内の里山里海湖資源を
活用し、生物多様性、人の営み、景観などについての授業が行える「里
山里海湖学校教育プログラム」を作成・拡充し、各学校において実践

里山里海湖リーダーの育成

自然再生団体等の指導者のレベルアップを図るため、先進的地域の活
動者による講習会やワークショップ等を通じ、里山里海湖を取り巻く課
題を自ら解決へ導くリーダーを養成

「ふるさと研究員」の認定

地域に根差した伝統、習俗、技を熟知し、その伝承活動に協力いただける
一般県民を「ふるさと研究員」として認定し、研究所主催のイベントや出張
講座の講師等として活動

体験講座の運営

研究所を里山里海湖の魅力を幅広い世代に伝える拠点とし、里山里海湖の人の営みを題材とした気軽な
体験メニューを若狭三方縄文博物館や三方青年の家等の周辺施設と連携しながら提供

実 践

里山整備の資機材の貸出し

県内で里山の保全活動に取り組む活
動者に、ウッドチッパー、薪割り機、
炭焼き機など、活動に役立つ資機材を
貸出し（投稿フォーム

QRコード）

① 『明日の例大祭を考える：福井県三方郡美浜町の
彌美神社例大祭をめぐる活動記録』
（監修 橋本 裕之 編集 中村 亮（※）

平成30年3月発行）

② 『三方五湖のシジミ：シジミを知り味わい、シジ
ミを通して歴史を学び、湖の将来を考える』
（編著 宮本 康 平成31年3月発行）

③ 『若者と研究者が見た北潟湖 その生物文化多様
性の魅力』
（編著 石井 潤、中村 亮（※） 令和2年3月発行）

（ワークショップ）

（学びの森での活動）

福井の生きもの歳時記

二十四節気などの季
節の移ろいに応じた動
物や植物、伝統行事な
どの情報を県民から広
く募集し、専用ホーム
ページで公開

〔里山里海湖ブックレット〕

（※）前里山里海湖研究所研究員

里山里海湖を「体験」し、感性を育む

次世代につながる持続可能な里山里海湖の
保全・再生・活用

（自由研究相談会）

① ② ③



基本理念および活動方針
「県民のため、社会のため、実社会に役立つ研究を行い、美しい風土を残しながら福井という地域のみんなが
元気になる」ことを目指し、県は「福井県里山里海湖研究所」を平成２５年１０月３０日に開所しました。

福井県里山里海湖研究所
〒919-1331 福井県三方上中郡若狭町鳥浜122-12-1 TEL／0770-45-3580 FAX／0770-45-3680

Mail／satoyama@pref.fukui.lg.jp URL／https://satoyama.pref.fukui.lg.jp

○活動方針

里山里海湖に関する様々な分野の研究者や自然再生活動の参加者が集い、地域との共動による
「研究」、「教育・普及」、「実践」を行います。

研究【地域に貢献する実学研究（Science for society）】
里山里海湖に関する研究者が、生物多様性を守り、その恵みを人々の暮らしに結びつける様々な
研究を行います。

教育・普及【里山里海湖を「体験」し、「感性」を育む】
里山里海湖の自然を子どもから大人まで体感してもらい、その大切さを伝えるとともに、地域の
保全・再生活動を担うリーダーを育成します。

実践【次世代につながる持続可能な里山里海湖の保全・再生・活用】
里山里海湖の保全・再生・活用に取り組む地域や団体を応援や支援することにより、里山里海湖
を次世代へ継承します。

（１）生物多様性（Bio diversity）
多様な土地利用と人の営みの中で育まれる
生き物のにぎわい

（２）生活多様性（Lifestyle  diversity）
地域社会が育む「地域それぞれの暮らし方
や生き方」

（３）経済多様性（Economy  diversity）
里山ビジネスの開拓や工夫による、地域の
経済活動の活性化

（４）景観多様性（Landscape  diversity）
生物・生活・経済の多様性から招来される、
多様な景観

自然観察棟三 方 五 湖

三方上中郡若狭町鳥浜122-31-1

TEL／FAX 0770-45-3581

＜開館時間＞ 9：30～16：30

＜工作体験＞ 10：00～12：00、13：00～16：00
（※７名以上の場合は、事前にご連絡ください。）

＜休館日＞ 毎週火曜日、年末年始(火曜日が祝日の場合はその翌日)

＜アクセス＞
JR小浜線[三方駅]より徒歩30分, レンタサイクルで10分
舞鶴若狭自動車道[若狭三方IC]より10分, [三方五湖スマートIC]より5分

自然観察棟でできること
✓ 野鳥や生きものたちの観察
✓ 自然素材を使った工作体験
✓ 三方湖畔生きもの観察ツアー（事前予約要）
✓ 学校など、団体での自然観察・体験
✓ 里山里海湖研究所研究活動紹介
✓ 福井県の文化や自然に関する作品発表・展示スペース
✓ 薪ストーブ体験（冬季のみ）

（令和３年３月作成）

○基本理念

ふくいの里山里海湖の「生物多様性」、「生活多様性」、「経済多様性」、「景観多様性」の４つの多様性

（Diversity）を育み、地域を元気にする。
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